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日立諾特許

制御棒

原子炉出力は,制御棒操作により制

御される｡炉心内のa点まで挿入され

ている制御棒(このときの制御棒に隣接

している燃料棒の出力密度:図1の①)

をb点まで引き抜いた場合に,燃料棒

の出力密度分布が同図の②のように変

化し,a点付近での出力密度の上昇
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の変イヒ

中性子吸収樺(SUS)

クク#

ブレード(SUS)

中空部

SUS

B4C

図2 制御棒

〃1が著しい｡このため,燃料棒に過大

な負粗がかかる可能性がある｡

上記問題点を解消する本発明の制御

棒は,中性子吸収断面積の駆動方向の

空間分布が先端に向かって段階をもっ

て;域ずるように,中性子吸収断面積の

異なる中′性子吸収材を先端部に配置し

ている｡これは,図2のようにブレード

内に,先端部に中空部,SUS及びB4C

領i或をもつ吸収棒を配置して構成される｡

本発明の制御棒がa点に挿入されて

いるときには,出力密度分布は図1の

(参のようになる｡b点まで引き抜くと,

その分布は同図④のようになる｡本発

明の制御棒の引抜きによる出力上昇は,

〃2となり〃1より著しく小さくなる｡

1.特長･効果

制御棒引抜きによる出力上昇を抑制

でき,燃料棒の健全性を維持できる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第I13耶34号

(特公昭53-22632号〉

｢制御棒+

●特許第I1023t9号

(特公昭56-487g6号)

｢制御棒+.

放射性廃棄物の処理方法

放射性廃液は,蒸発減答されて容器

中に貯蔵される｡容器の表面線量率は

200mrem/h以下,機械強度は150kg/cm2

以上に規制されている｡この規制を満

足し,ドラム缶への廃棄物充てん率を

上げること,及び廃棄物を安全に貯蔵

できる処理技術を開発した｡

図lに示すように,放射性廃棄物は

遠心薄膜乾燥機などで粉状にされ,更

に造粒機などでペレット化される｡こ

のペレットは,放射能を減衰させるた
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めに,図2に示すような貯蔵容器内に

一時的に貯蔵される｡放射能が減衰さ

れた後,ペレットは貯蔵容器から取り

出され,密封容器に充てんされて固化

剤とともに固化される｡ペレットの雰

囲気は,固化に至るまで乾燥状態た保

持されている｡

1.特長･効果

(1)放射性廃棄物をペレット化し,そ

れを一時貯蔵して放射能をブ成衰させて

から同化するので,廃棄物固化体の量
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を著しく減少できる｡

(2)ペレットの雰囲気が乾燥状態に保

持されるので,ペレットの性状を一定

に保つことができる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

■特許第‡i74658号(特公昭5各-2638号)

r放射性廃棄物の処理方法溢よぴそ
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図2 ペレットを貯蔵容器内に充てんLている状態でのペレッ

ト貯蔵管理装置

81



328 日立評論 VO+.66 No,4=984-4)

放射性廃;夜の処理方法
PWR(加柾水巧よ1原子プJ発電7じラント)

での主な放射性廃棄物はホウ醸である｡

これまではアスフ7ルトなどの固化剤

と混合して同体化し,貯蔵,保管して

いた｡)しかし,_L記廃液の場合は,そ

のまま加熱乾燥を行なっても粉体化す

ることができなかった｡このためf成答

比が極めて小きく,廃棄物量を増加さ

せている大きな原因となっている｡ま
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た取り扱いにく く,貯蔵,保管作業の

点て､も支障を来している｡

日立製作所では,廃液を泊二接粉体化

することにより容易にべレット化でき,

かつ廃棄物呈を大幅に仇減できる処理

技術を完成した｡この方法によれば,

廃液中に含まれるNaOHとH3BO3の重

量濃度比月を0.28～0.4の範囲に調幣

した後,これを加熱乾燥することによ

｢-L-1
+_+_j
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蓮根機
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区= 廃液の粉体化

及びペレット化装置

リラこ仝な粉体として取り出すことがで

きる｡

実施に当たっては,図lにンJミすよう

にpH検出器,NaOH濃度検出器,清浄

器などかノブ成る濃度調華さ袋帯により月

を検出L所岩場よリレトさい場合には

NaOHを注入L､逆に過大な場†ナには

H2SO4を注入して廃液中のNaOH(乃一一

部を中和することによリNaOH濃度を

下げる｡

二のようにLて月が前記範囲内に調

整された廃液は,加熱乾燥により水分

を除去すれば粉末とLて取り出すこと

ができる｡

卜 特長･効果

(1)廃液を直接粉体化できるので,廃

棄物量の大幅な低減か可能である()

(2)ペレット化が谷易であり,取り扱

いやすく,また,ドラム缶などへの収

納作業の点でも有利であるこJ

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1090438号

(特公昭55-34397号)

｢放射性廃液の処王里方法+

放射性廃液の処理装置

原子力発電所で発生する放射性廃液

を,固形分約20%,水分約80%に濃縮

処章里した後にドラム缶内へセメントと

ともに入れて固化して貯蔵する方法か

知られているが,この方法では必要ド

ラム缶敷か多くなる欠点がある｡

この欠点を解消するために,本発明

では,廃液を減答処理する過程を含ん

でいる｡以下に本発明を実施する装置

を図1に基づいて説明する｡

廃液供給ラインを通して廃液タンク

に廃液を貯留し,この貯留廃液を弁A

を開いて廃液供給ポンプで蒸発乾燥器

へ入れ,乾燥固形物を作る｡乾燥状態

を温度検出器で検出し,良好な場合に

は,その検出結果に基づいて弁Bを開

き,弁C,Dを閉じ,乾燥固形物を造

粍機へ供給し,密度の高い造粒物を作

る｡この道粒物をドラム缶に詰めて貯

蔵する｡

温度検出器による検出結果が悪い場

伽二は,その検出結果に基づいて弁A,

Bを閉じ,弁C,Dを開く｡次に､洗

浄水を弁Cを介して廃液供給ポンプに

より蒸発乾燥器へ入れて,蒸発乾燥器
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図l放射性廃液の処理装置

内の不完全な乾燥牛成物を洗沖水とと

もに弁Dを通Lてドレンタンクへ排出

する｡不完全な乾燥生成物と洗浄水

は,ドレンポンプで廃液タンクへ供給

され,再度,蒸発乾燥過程を通ってか

ら造粒処理される｡このため,廃液を

水分が少なく健全な状態の粉体に処理

でき,これにより健全な固化体を作製

することができる｡これによって発生

ドラム缶数がブ成少する｡

l.特長･効果

放射性廃液を蒸発乾燥処理し,処理

結果の良否を温度検出器により検出し,

検出結果に基づき乾燥良好な場合に乾

燥処理物を造粒処理へ移し,水分の少

ない健全な固形分を造粒物として取り

出し,廃液の減容を達成できる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第さ78470号(特公昭52-5680号)

r放射性廃液の処理装置+

日立製作所では･すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております0またノウハウについてもご相談に応じておりけので,お気軽にお問し､合わせ〈ださし､｡

お問し､合わせ先は･･･株式書鼓日五製イE帝 〒r80東京都千代田区丸の内一丁目5番l号(新丸ビル)電話(03)2川-31■4(直通)特許部特許営業グル_7
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中形コンピュータHITAC M-220K/H/Dシステム
の機能拡張

近年のOA(オフィスオートメーショ

ン)の進展に伴い,中･小形システムで

の適用業務の拡大,多様化に対応した

主記憶容量の拡張やファイル装置の充

実,‾更に使いやすいソフトウェアのサポ

ートなどの要求が高まっている｡これ

らのニーズに対応するため,汁L用コン

ピュータの中形システムであるHITAC

M-220K/H/Dシステムの機能拡張を行

なった(図1)｡

1.主な特長

(1)主記憶装置に256kビ､ソトダイナミ

ックRAMを採補することにより,コン

卿

′諭
＼-よ

もも

ヰ

パクトなJ未面積(0.96m2)を変えること

な〈,主記憶容量を従来の一最大8Mバ

イトから16Mバイトに拡張した｡

(2)H-8591-6小形･大容量ディスクを

開発L,適用業務拡大によるフ7イル

谷量の増加に柔軟に対応可能とし,よ

I)し､っそうの設備条件の改善を図った｡

(3)エンドユーザ”言語ACE3(Avail-

able CommandLanguageforEnd Use-

rs 3)をサボ【卜し,リレーショナル

テ【夕べースRDBl(RelationalData-

base Manager l)からの情報検索を谷

易とすることにより,適用業務の拡大,

オフィス業務にいっそう適でトLたシス

ー1済

､ _

図I HITAC M-220K

システム

表I HITAC M-220プロセッサグループ

の性能諸元

項 目 l M-220D M-220H M-220K

内部処理性能
+340の M-220Dの M-220Hの

約2～Z.5倍 約l.5倍 約l.6倍

主記憶装置

NM

l

川喜己憶素子 OS256kビット RAM

(2)容 i 2,3,4.6.8 乙 3.4.6.8 4､6.8,12,16

(Mバイト) l乙16 12,+6

チャネル

川接続台数

(2け一夕ル

スループット

(Mバイト■秒)

3～5

8

3⊥8

10

3～8

12

サポート

ソフトウェア
VOSl.･■ES,VMS

注:略語説明

NMOS(N-ChannelMeta10×lde SemlCOnductor)

RAM(Randam Access Memory)

VOSl/ES(∨■rtUaトstDrageOperatlng Systeml■Extended System)

VMS(VlrtUalMachlne System)

テムの構築を可能とした(⊃

2.主な仕様

表=二HITAC M【220K/H/Dプロセ

ソサグループの主な仕様を示す｡

(Fl立製作所 コンピュータ事業本部)

HITAC T-550/470CRシステム

コンピュータシステムの分散化に対

ん仁し,オフィス環境でも利用できるデ

スクトッ70サイ ズのコンパクトなOCR

(光学文字読取り装置)で,入金票,検

針票など大量に発生する小形帳票を,

最高約220枚/分の高速読取F)を行なう

ドキュメントリーダ機能と,最大B4

サイ ズまでの大形帳票を扱うページリ

ーダ機能を兼ね備えた1≠了二役のOCR

システムである(図1)｡

1.主な特長

(1)分散設置に適した卓上サイズである｡

(2)1台でドキュメントリーダ機能と,

汎用ページリーダ機能を兼ね備え,幅

広いアプリケーションに適用可能である｡

(3)OCR帳票をOCR化前の原帳票と,

ほぼ同一サイズ,同一フオ【マットで

作成できる｡

(4)操作案内を分かりやすい漢字で表

事

図I HITAC T-550/47
0CRシステム

表l 主な仕様

項 目 仕 様

処
王里

速

度

最高速度 約220枚/分

A5サイズ

柑0字
約25枚/分

帳 票 サ イ ズ A8～B4縦長

白冗

取

文

字
種

手書文字 数字,英字,記号,片イ反名

印刷文字

(OCR-B)
数字,英字,記号

ドット文字 数字,英字

ドロップアウトカラー 赤系統

帳 票 設 計 表形式文字枠可能(数字)

入力システム形態
オフライン,回線接続,

TCE接続,チャネル接講読

概 略 寸 法
幅8柑×奥行660×高さ

400(mm)

消 費 電 力 川0V,約0.8kVA

注:略語説明

TCE(TermlnalControIEqu=〕ment)

示するなど,オペレーションが容易で

ある｡

(5)様々な形態での分散入力システム

が構築できる｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 コンピュータ事業本郎)
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CMO,S8ビットシングルチップマイクロコンピュータ
HD6305Y
HD6305Yは,多Ⅰ/0ポートニーズの

高い分野を対象として開発された,こ

のクラスでは最大級のメモリを内蔵し

たCMOS(Complementary MetalOx･

ide Semiconductor)8ビットシングル

チップマイクロコンピュータである(園

l)｡2.5〝mプロセス技術の採用とシス

テム技術の工夫により,低消費電力と

最少命令実行時間0.5/∠S(′=2MHz)の

高速動作を実現した｡

t.主な特長

(1)大容量メモリ〔ROM(Read Only

Memory)7,892バイト,RAM(Random

図I HD

6305Yのチッ

プ(チップサ

イズ5.5mm

X6.9mm)

Access Memory)256バイト〕,レ055本,

クロック同期式シリアルインタフェー

ス回路,7ビ､ソトプリスケーラ付8ビ

ットタイマを内蔵している｡

(2)シングルチップモードのHD6305

YO,内蔵ROMのほかに外部にアドレ

スを8kバイト拡張できるHD6305Yl,

内蔵ROMがアクセス禁止となり外部に

アドレスを16kバイト拡張できるHD6305

Y2があー),それぞれに対し,1MHz,

1.5MHz,2MHzの各バージョンがある｡

(3)CMOSプロセスによる低消費電力

(動作時25mW)を実現したのに加え,

低消費電力モードとして,ソフト制御

でウエート,ストップモードを,スタ

ンバイ端子制御でスタンバイモードを

備えている｡

(4)HD6805ファミリの命令セットに

STOP,WAIT,DAA命令を追加し,

バイト効率の良い命令体系である｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 半導体事業部)

表I HD6305Yの主なイ士様

項 目 イ士 様

命令体系
●HD6805ファミリにSTOP,WAIT,

DAA命令を追加

内蔵メモリ
●内蔵ROM8kバイト

●内蔵RAM256/ヾイト

l/0ポート数

●入出力二32本(24本)

●入力(専用):7本(7本)

●出力(専用):16本(0本)

括弧内は.HD6305Yl,2のとき｡

内蔵機能

●8 ピットタイマ(7ビットプリ

スケーラ付)

●15ビットタイマ(シリアルイン

タフエースクロック分周器と共用)

●シリアルインタフェース回王洛

(クロック同期式)

外部拡張 ●最大16kバイトまで可能

動作電圧 ● 3～6V

最少命令実行時間●0.5/′S(2MHz)

消費電力

●動作モード(25mW)

●ウエートモード(川mW)

5V,lMHz ●ストップモード(10/ノW)

●スタンバイモード(川〃W)

パッケージ
●シュリンク64ピン,Dル(DP-64S)

●フラットパッケージ(FP-64)

サポ ート

●専用エノヾリュエーションキット

(H35EVTり

●プロクうム開発装置(H68SD5)

､ノ
ー ノレ ＋エミュレータ(H35MlXl)

●EPROM]苔載形マイクロコンビ

ユータ(HD63PO5Y)

注:略語説明 EPROM(Erasable and Program-

able Read Only Memory〉

Dル(Dualin Line)
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